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学習行動の規定要因
一埼玉県の公民館利用の場合一

浅 井 経 子
（上智大学・亜細亜大学）

は じ め に

小論は，社会教育における学習行動の規定要因を，特に教育・学習の環境・条件か
ら明らかにしようとする試承の一つである。社会教育における学習行動あるいは教
育・学習の環境・条件といっても様々である。小論では特に公民館活動に着目し，学
習行動については地域住民の公民館利用という点から考察することにした。これは，
学習行動といっても学習活動それの承に限らず，学習場所へ行くことから学習活動に
至るまでの広義の概念で学習行動を捉えたからである。また，教育・学習の環境・条
件については，公民館側の条件や地域性を取り上げた。したがって小論は，学習行動
の要因分析の一環として，公民館利用を規定する公民館側の要因及び地域性の要因と
その重承を明らかにしようとするものである。
最近では，生涯教育を具体的に推進していくために生涯教育のシステム化というこ
とがいわれている。生涯教育のシステム化を進めていくためには，そのシステムを構
成する諸要因の相互関係を解明し，効率のよい条件を探る必要があると思われる。生
涯教育という観点でいえば，学習行動を規定する要因を調べることは生涯教育システ

（１）ムの効率のよい条件を探ることにもなるであろう。
特に社会教育に関しては，生涯教育推進のために社会教育関係の施設の整備・充実

（２）
や事業の拡充が必要であるといわれている。しかし現状では，日本の教育が歴史的に
も学校教育中心であったという事情もあり，社会教育の条件整備は立ち遅れていると
いわざるを得ない。このため社会教育の条件整備を早急に進めることが望まれてい
る。このような実態を考えると，特に社会教育領域での効率のよい条件を客観的な根
拠に基づいて明らかにすることは社会教育研究における課題の一つであると思われ
る｡小論で公民館に着目したのはこのような理由からでもあり，中でも公民館は地域
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学習行動の規定要因I８1

大が1000.42パーセントとなった。公民館利用率が10パーセントというのは，単純計
算でいえば１年間に地域住民の10人に１人が１回程度公民館を利用したことを意味し
ており,1000.42パーセントというのは,１年間に地域住民１人当たりが平均約10回
公民館を利用したことを意味している。
この67公民館の公民館利用率の分布状況を表したものが表１である。表１を承る
と，公民館利用率50パーセントから300パーセントの公民館が全体のほぼ４分の３を
占めている。さらに，６７公民館の公民館利用率の平均値を算出してゑたところ，のべ
にして地域住民が１年間に平均1.8回ぐらい公民館を利用していることを示す180.1パ
ーセントとなった。

表１市町村の人口規模別にみた公民館利用率
（公民館数）
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（注）公民館利用率とは，主催事業参加総数と利用事業への利用者のべ数の合計を
サービス・エリア人口で割り，それに100をかけたものである。

このように，公民館利用状況を公民館利用率という観点で承ると，公民館によって
それはかなり異なっていることがわかる。公民館利用率の高い公民館は比較的活動が
活発に行われている公民館であり，公民館利用率の低い公民館はどちらかといえば沈
滞気味の公民館ということもできるであろう。
それではこのような公民館利用率の違いは，どのような要因によって生じているの
だろうか。

２公民館利用率を規定する要因

公民館利用率を規定する要因を分析するにあたって，ここでは先にも述べたように
公民館側の要因と地域性の要因を取り上げることにした。もちろん公民館側の要因あ
るいは地域性の要因といっても多種多様であるが，今回は公民館側の要因として「人

（ ６ ） （ ７ ） （ ８ ）
口１人当たりの事業費」「公民館建物の総面積」「年間の情報提供数」を，地域性の



�
�����×���d�Ø

�¢���£

�A�¼�q�̀ �o�®�¢�Ê���w
��±�F�Û�̄ �›	��“	Í�[�h�{

�\�•�’�w�›�m�w�A�¼�›	��“	Í�[�h�w�x�|�K�’�T�a�Š�¬�½���b�;�p�t���È�U�K�”�q
*

���^�•�”�A�¼�p�|
:�”�$�t�ú�r�p�V�|�T�m�Ã�”�»�w�f�–�l�o�M�”�A�¼�›
¬�|	Z�`�h�h

�Š�p�K�”�{�¬�½���b�;�p�q�w���È�w���Á�›�K�’�T�a�Š
*���b�”�M�w	��U�T�“�q�`�o�|

	~�A�¼�q�¬�½���b�;�p�q�w
ì����
:�›�;�M�h�{

�‡�h�î�g�-�h�O�p
ü
s�b�”	Ô�ù�|�\�•�’�w�›�m�w�A�¼�¢	��®�L�w�¼� �£�w�„�T�t�¦

�“�^�;�w�A�¼�U�K�”�{�¦�“�^�;�q�x�|	��®�L�w�¼� �w�Ë�m�c�m�w
Ê�ˆ�ù�d�T�’
R�”�‹

�w�p�|�Ë�m�w	��®�L�w�¼� �U�‰�Ì�t	O�s�“�ù�l�o
\�a�”�F���—�p�K�”�{�¦�“�^�;�x

�®�º�¯�w�G�ø�p
¯�^�•�”�{	��®�L�w�¼� �w
Ê	•�ù�d�p�K�”�T�’���s�w	Ô�ù�x�
�®
��±

�

��p�h�“�w�Ä�À
…�º�¬�½���P
ú�w
ï�Ø
u�¯�®
��±�

��p�h�“�w�Ä�À
…�º	Ø�C���™�w

	��¨
:�¯�®
��±�

��p�h�“�w�Ä�À
…�º�¢�Ê���w
��±�F�Û�¯�®�¬�½���P
ú�w
ï�Ø
u�º	Ø

�C���™�w	��¨
:�¯�®�¬�½���P
ú�w
ï�Ø
u�º�¢�Ê���w
��±�F�Û�¯�®	Ø�C���™�w	��¨
:�º

�¢�Ê���w
��±�F�Û�¯�w�á�m�w�¦�“�^�;�U�K�”�\�q�t�s�”�{

�`�h�U�l�o�|���s�î�g�-�h�O�p
ü
s�b�”�¬�½���b�;�p�w�F���A�¼�x�|	Í�G�w	��®�L

�w�¼� �›�m�q�¦�“�̂ �;�á�m�w�����A�¼�p�K�”�{

�^�o�Í�t�|�\�•�’�w�A�¼�U�r�w�‘�O�t�¬�½���b�;�p�›�F���`�o�M�”�T�›�Ì�’�T�t�b

�”
²�t�|�î�g�-�h�O�t�m�M�o���o�t	\�‚�o�S�X�\�q�t�`�‘�O�{

�î�g�-�h�O�q�x�°�t�p�M�Q�y�|�x�‘�w�A�¼�w	m
.�s	O	•�›�����b�”�M�O�p�K�”�{�A

�¼�]�q�w	m
.�s	O	•�›�Ð�‚�”�h�Š�t�|�f�•�g�•�w�A�¼�›���|���w
+	j�t
ü�Z�o�|�f�•

�g�•�w�A�¼�w
+	j�p
Ê	•�ù�d�›�m�X�”�{�\�•�’�w�A�¼�w
Ê	•�ù�d�w�<�p�����^�•�h�Ä

	Å�w�‹�›�C�n�O�p�-�‰�b�”�\�q�t�‘�l�o�|�{�Š�‘�O�q�b�”�A�¼�Ž�Ž�w�A�¼�w�è�¹�—�›

	«�b�‘�O�t�b�”�{�\�w�‘�O�t�`�o�A�¼�]�q�w	m
.�s�F���—�›�‰	Z�b�”�M�O�U�î�g�-�h
�•

�O�p�K�”�{�f�`�o�|�{�Š�’�•�h�A�¼�]�q�w	m
.�s�F���—�›	m�®�L�q�‘�œ�p�M�”�{

�s�S�|�î�g�-�h�O�x�î�g�›�æ�O�M�t�;�M�’�•�”�M�O�p�K�”�{�`�T�`�|
����•�þ�q�s

�r�w�Ä	Å�t���`�o�x�î�g�›�æ�O�\�q�x�s�T�s�T���É�s	Ô�ù�U���M�{�f�\�p�\�w�‘�O�s

	Ô�ù�t�x�|�î�ª�`�h�Ð�*�w�¤�T�’�î�g	Ú�E�›�¬�h�b�±�ï�Ó�ç�›	��“	Z�`�|�î�g�-�h�O
�Ž

�›�&�;�b�”�…�Ø�î�g�w�ß�Q�M�U�>�;�p�V�”�q�M�˜�•�o�M�”�{�\�\�p�‹�\�w�‘�O�s�ß�Q

�M�t�,�n�M�o�î�g�-�h�O�›�;�M�”�\�q�t�̀ �h�{

���s�x�›�m�w�A�¼�¢	��®�L�w�¼� �£�›�f�•�g�•��
+	j�t
ü�Z�”�\�q�t�`�h�{
¯���x

�f�•�g�•�w�A�¼�w
+	j�›�Ô�`�h�‹�w�p�K�”�{

�f�•�p�x�|�Ž	Í�w�‘�O�s	Ú�E�w�<�p�›�m�w	��®�L�w�¼� �q�á�m�w�¦�“�^�;�U�¬�½��

�b�;�p�›�r�w�‘�O�t�F���`�o�M�”�T�›�Ð�‚�h�A�L�p�K�”�U�|�f�•�x
¯���w�‘�O�t�s�l

�h�{
¯���T�’�‹�˜�T�”�‘�O�t�
�'�U���p�)�e�p�
�Í�”�·�ï�Ä
+	j�w���™�)�U�K�”�‹�w

�x�®
��±�

��p�h�“�w�Ä�À
…�¯�®�¢�Ê���w
��±�F�Û�¯�p�K�”�{�‡�h�|���Í�”�·�ï�Ä
+



学習行動の規定要因183

表２学習行動を規定する要因の水準

’因 ’要 水 準 ２水 準 １

人口１人当たりの事業費
公民館建物の総面積
情報提供の種類数
市町村の人口規模

70円未満
500㎡未満(建物なしを含む）
２種類以下
人口10万人未満

70円以上
500㎡以上
３種類以上
人口10万人以上

準の有意差があるものは「人口１人当たりの事業費×情報提供の種類数」「人口１人
当たりの事業費×市町村の人口規模」「公民館建物の総面積」「市町村の人口規模×
公民館建物の総面積」となっている。

表３学習行動を規定する要因の重み

謡竺f聯曇竿簔、口ｌ人当た り の 争 耒 賀
5町村の人口規模
(口１人当たりの事業費
×情報提供の種類数
〔口１人当たりの事業費
×市町村の人口規模
身民館建物の総面積
け町村の人口規模
×公民館建物の総面積
奇報提供の種類数
行町村の人口規模
×情報提供の種類教

１．１０７

〕､９４３

Ｊ､８９３

０．３４８

０．２７２

０-１２５

７

ｑ

〕

ｑ

】

貝

』

り

垂

９

０

４

９

４

７

７

１

９

８

３

２

８

●

●

●

●

●

ロ

-

３

３

３

０

３

*＊分散分析のＦ検定で危険率１％水準の有意差があるもの。
＊同じく５％水準の有意差があるもの。

なお，規定力を調べた要因は主効果の因子四つと交互作用六つの10の要因であるこ
とは先に述べた通りであるが，表３には八つの要因しかあげられていない。これは他
の二つの要因の分散比が小さく，誤差の中に包括したためである。
まず，公民館利用率に対して最も大きな規定力をもつ「人口１人当たりの事業費」

を承てゑることにしよう。この要因の寄与率を承ると50パーセントを越えている。こ
こでいう寄与率とは，公民館利用率の変動を規定する力全体を１００パーセントとした
ときの個々の要因の規定力で，要因の重承ともいえるものである。したがって，「人
口１人当たりの事業費」の寄与率が50パーセントを越えているということは，公民館
利用率の変動をこの要因でほぼ２分の１ぐらいは説明できることを示している。
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I 8 8 自 由投稿

整備を計画的，体系的に進める必要があることなどが提言されている。
(3)昭和55年２月に文部省が実施したモデル定住圏での調査結果をぶても，最も多
くの成人が学習している場所は公民館となっている。この調査は，宮城県大崎．
栗原地域，新潟県上越地域，静岡県東遠地域，徳島県南部地域，鹿児島県川北
薩．串木野地域で行われたものであるが，現在学習を行っている場所として「公
民館」をあげた成人は約35～50パーセントを占めている。文部省大臣官房『定住
圏における生涯教育システム開発に関する調査報告書』1980年３月。

(4)例えば，拙稿「成人の学習行動」（日本生涯教育学会年報第１号，所収）では，
成人の学習行動を生活行動との関連で分析した。他に，山本恒夫「日本人の学習
行動」（辻功．古野有隣編著『日本人の学習』第一法規，1973年，所収)，同
「社会教育の科学化」（加藤隆勝・山本恒夫編著『社会教育の科学』第一法規，
1979年，所収）などがある。
(5)昭和56,57年度の埼玉県調査は，社会教育行政指標作成のために実施したもの
である。この調査ではデータ収集のために，①文部省指定統計（昭和56年度）か
らの転記，②埼玉県公民館実態調査（昭和56年度）からの転記，③新たに公民館
調査など（昭和57年度）の実施等の作業を行った。特に③の新たに実施した公民
館調査とは，昭和57年６月25日から７月31日にかけて，公民館（分館を除く）を
対象として留め置き法で実施した調査である。サンプル抽出は，４段階の人口規
模（人口10万人以上，人口５万人以上10万人未満，人口１万人以上５万人未満，
人口１万人未満）で分けた市町村数の比率から11市町村(人口10万人以上が２市，
人口５万人以上10万人未満が３市，人口１万人以上５万以未満が４町村，人口１
万人未満が２村）を埼玉県社会教育の縮図となるように抽出し，それらの市町村
の全公民館をサンプルとするという方法をとった。なお，有効サンプルは67館で
あった。
この67の有効サンプルの公民館を市町村の人口規模別で承ると，人口10万人以

上が30館，人口５万人以上10万人未満が19館，人口１万人以上５万人未満が１６
館，人口１万人未満が２館となっている。
(6)埼玉県調査の67の公民館の場合，「人口１人当たりの事業費」を市町村の人口
規模別で承ると，付表１のようになった。

(7)市町村の人口規模別でゑた公民館の「公民館建物の総面積」は付表２の通りで
ある。「公民館の設置及び運営に関する基準」第３条で規定されているように，
一応330㎡を公民館建物の面積の基準と承なすことができる。しかし実態を承る
と，その基準に達していない公民館も約'5パーセントほどあり，その中には建物
さえない公民館もある。
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